
資料７－１ 

弥富市の概要 

 平成１８年４月、弥富町と十四山村との合併により誕生した「弥富市」。当市

は４８．１８ｋ㎡、東西９ｋｍ、南北１５ｋｍの細長い地形を有する日本一の

金魚と文鳥の産地で、木曽川下流に開拓された水郷地帯です。名古屋市の西側

２０ｋｍ圏内に位置し、南部は名古屋港西部臨海工業地帯を経て名古屋港の港

湾海域に臨み、西側は三重県に隣接しています。 

 北部は、名古屋市へ電車で１５分の距離にあるベットタウンとしての都市生

活ゾーン、中部は金魚や農業などの田園水郷ゾーン、南部はハイレベルな港湾

ゾーンとして位置付け、港湾部に広がる埠頭の整備促進や伊勢湾岸自動車道、

中部国際空港と隣接する好立地を生かしたまちづくりを進めています。 

 平成２４年４月１日現在の人口は、４４，４７１人、世帯数は１６，０８８

世帯です。 

 市内には、道路網としては、東名阪自動車道・伊勢湾岸自動車道・国道１号

線・国道２３号線が走り。鉄道では、近鉄名古屋線・ＪＲ関西線・名鉄尾西線

が走っています。 

 大規模な災害としては、ほぼ全域が海抜０ｍ以下の地帯である当市を襲った、

昭和３４年９月２６日上陸の伊勢湾台風があります。この台風の高潮によって

３５８名の死者・行方不明者を出し、市内のほぼ全域の水没を経験をしていま

す。又、現在では昭和３０年代の地下水くみ上げによる地盤沈下もあり、一部

では－３ｍを超える場所もあり、津波・高潮に対する不安が大きい地域です。 
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